
今月の主な内容

●市民参画推進基本計画…4 ●第25回加西サイサイまつり…5 ●タウントピックス…8 ●タウンインフォメーション…12

面　積／150.44�
市　木／カシ
市　花／サルビア

▲星に願いを。
市内の幼稚園・保育園で七夕まつりが開かれ、みんなの夢を短冊に込めました。（写真は泉幼稚園（山下喜久子園長））

住民基本台帳ネットワークシステム（2～3ページ）
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特特　　集集
住民基本台帳ネット

ワークシステム

8  
月
5  
日
全
国
一
斉
開
始

│
住
民
基
本
台
帳　
ネ　
ッ　
ト　
ワ　
ー　
ク　
シ　
ス　
テ　
ム　
│

２００２年７月号（No.４５６）

８　
月　
５　
日
、　
各
種
行
政　
の　
基
礎　
と　

な　
っ　
て　
い　
る　
住
民
基
本
台
帳
ネ　
ッ　
ト　
ワ　

ー　
ク　
シ　
ス　
テ　
ム　
が　
全
国
一
斉　
に　
稼
動　

し　
ま　
す
。　

住
民
基
本
台
帳
ネ　
ッ　
ト　
ワ　
ー　
ク　
シ　

ス　
テ　
ム　
（
以
下
、　
住
基
ネ　
ッ　
ト　
）　
は　
、　

全
国　
の　
市
区
町
村
、　
都
道
府
県
、　
全

国　
セ　
ン　
タ　
ー　
を　
コ　
ン　
ピ　
ュ　
ー　
タ　
で　
結　
び　
、　

全
国　
ど　
こ　
で　
も　
本
人
確
認　
が　
可
能　
に　

な　
り
、　
政
府　
の　
重
点
計
画　
で　
あ　
る　
電

子
政
府
・
電
子
自
治
体　
を　
実
現　
す　

る　
た　
め　
の　
基
盤　
と　
な　
り　
ま　
す
。　

住
基
ネ　
ッ　
ト　
の　
ス　
タ　
ー　
ト　
に　
よ　
り
、　

住
民
負
担　
の　
軽
減　
と　
サ　
ー　
ビ　
ス　
の　
向

上
、　
並　
び　
に　
国
、　
地
方
公
共
団
体　
を　

通　
じ　
た　
行
政
改
革　
に　
つ　
な　
が　
り
、　
市

民　
の　
皆　
さ　
ん　
に　
も　
大
き　
な　
メ　
リ　
ッ　
ト　
が　

生　
ま　
れ　
て　
く　
る　
よ　
う　
に　
な　
り　
ま　
す
。

各
種
行
政　
の　
基
礎　
で　
あ　
り
居
住
関

係　
が　
わ　
か　
る　
住
民
基
本
台
帳　
の　
ネ　
ッ　

ト　
ワ　
ー　
ク　
化　
を　
図　
り
、　
４　
情
報　
（
氏

名
、　
生
年
月
日
、　
性
別
、　
住
所
）　
と　

住
民
票　
コ　
ー　
ド
等　
に　
よ　
り
、　
全
国　
ど　

住
基　
ネ　
ッ　
ト　
っ　
て　
？

こ　
で　
も　
本
人
確
認　
が　
で　
き　
る　
よ　
う　
に　

な　
り　
ま　
す
。　

今
後
、　
行
政
機
関　
（
国
・
地
方

公
共
団
体　
な　
ど　
）　
で　
は　
、　
住
民　
の　
皆　

さ　
ん　
か　
ら　
の　
各
種　
の　
届
出
・
申
請　
な　

ど　
の　
際　
に　
、　
提
出　
を　
お　
願　
い　
し　
て　
い　
た　

住
民
票　
の　
写　
し　
の　
代　
わ　
り　
に　
、　
ネ　
ッ　

ト　
ワ　
ー　
ク　
シ　
ス　
テ　
ム　
か　
ら　
氏
名
、　
生
年

月
日
、　
性
別
、　
住
所　
な　
ど　
の　
本
人
確

認
情
報　
の　
提
供　
を　
受　
け　
る　
こ　
と　
が　
可

能　
と　
な　
り　
ま　
す
。　

（　注　）　
行
政
機
関　
が　
住
基
ネ　
ッ　
ト　
を　
利
用　

す　
る　
時
期　
は　
、　
申
請
・
届
出　
の　
種
類　

に　
よ　
っ　
て　
異　
な　
り　
ま　
す
。　

個
人　
ご　
と　
の　
住
民
票　
に　
あ　
ら　
た　
に　

住
民
票　
コ　
ー　
ド　
が　
記
載　
さ　
れ　
ま　
す
。　

こ　
の　
コ　
ー　
ド　
は　
住
基
ネ　
ッ　
ト　
か　
ら　
の　
本

人
確
認
情
報　
を　
正
確
・
迅
速　
に　
取　

り
出　
す　
た　
め　
に　
必
要
不
可
欠　
で　
す
。

無
作
為　
に　
抽
出　
し　
た　
11
桁　
の　
番
号　
で　

す　
の　
で　
、　
そ　
の　
番
号　
か　
ら　
氏
名　
や　
住

所
地　
が　
推
測　
さ　
れ　
る　
こ　
と　
は　
あ　
り　
ま　

せ　
ん　
。

住
民
票　
コ　
ー　
ド　
っ　
て　
？

８　
月
初
旬　
に　
、　
市
民
課　
か　
ら　
各
世

帯　
に　
郵
送　
し　
ま　
す
。　

住
民
票　
コ　
ー　
ド　
通
知
票　
は　
、　
重
要　

な　
個
人
情
報　
で　
す　
の　
で　
、　
大
切　
に　
保

管　
し　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。　

こ　
の　
コ　
ー　
ド　
を　
普
段　
か　
ら　
覚
え　
て　
お　

く
必
要　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
し　
、　
他
人　
か　

ら　
教
え　
る　
よ　
う
求　
め　
ら　
れ　
て　
も　
答
え　

る　
必
要　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
ま　
た　
、　
ご　

本
人　
が　
市
役
所　
（
市
民
課
）　
に　
申　
し　

出　
て　
い　
た　
だ　
く　
こ　
と　
に　
よ　
っ　
て　
変
更　
で　

き　
ま　
す
。

住
民
基
本
台
帳
ネ　
ッ　
ト　
ワ　
ー　
ク　
シ　

ス　
テ　
ム　
は　
、　
万
全　
の　
個
人
情
報
保
護

対
策　
を　
行　
っ　
て　
い　
ま　
す
。

制
度
（
法
令
）
面
か
ら
の
対
策

●
本
人
確
認
情
報　
は　
、　
法
律　
に　
よ　
り　

「
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
住

所
・
住
民
票　
コ　
ー　
ド
・
こ　
れ　
ら　
の　

変
更
情
報
」　
に　
限
定
。

個
人
情
報　
の　
保
護　
は　
？

８　
月
初
旬　
に　
住
民
票　
コ　
ー　
ド　
を　

お　
知
ら　
せ　
し
ま
す

●
住
基
ネ　
ッ　
ト　
か　
ら　
情
報
提
供　
を　
行

う
行
政
機
関　
や　
利
用
事
務　
に　
つ　
い　

て　
は　
、　
法
律　
で　
具
体
的　
に　
規
定　
さ　

れ　
て　
お　
り
、　
目
的
外　
の　
利
用　
を　
禁

止
。

●
民
間
部
門　
の　
住
民
票　
コ　
ー　
ド　
の　
利

用　
を　
禁
止
。　

●
自
分　
の　
本
人
確
認
情
報　
に　
つ　
い　
て　

は　
、　
開
示　
の　
請
求　
や　
、　
訂
正　
な　
ど　

の　
申　
し　
出　
が　
で　
き　
ま　
す
。

外
部　
ネ　
ッ　
ト　
ワ　
ー　
ク　
か　
ら　
の　
不

正
侵
入
、　
情
報　
の　
漏　
え　
い　
を　
防
止　

し　
ま　
す　
。

●
安
全
性　
の　
高　
い　
専
用
回
線　
で　
ネ　
ッ　

ト　
ワ　
ー　
ク　
を　
構
築
、　
通
信　
デ　
ー　
タ　

の　
暗
号
化
。　



２００２年７月号（No.４５６）
3

日
本
全
国　
で　
住
民
票　
が
取
得　
で　
き　
ま　
す

加加
西西
市市
職職
員員
募募
集集

平
成
15
年
度
採
用

平
成
15
年
４
月
採
用
の
市
職
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

〈
採
用
職
種
・　
人
員
・　
受
験
資
格
〉

Ⅰ
（
消
防
　
1
名
）

昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
学
校
教
育
法
に
よ

る
高
等
学
校
以
上
を
卒
業
又
は
平

成
15
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
方

Ⅱ
（
管
理
栄
養
士
　
2
名
）

昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
管
理
栄
養
士
の
免

許
証
（
登
録
証
）
を
有
す
る
方
又

は
平
成
14
年
度
管
理
栄
養
士
国
家

試
験
に
合
格
し
た
方

Ⅲ
（
看
護
師
　
8
名
）

昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
、
看
護
師
の
免
許
を
有
す
る

方
ま
た
は
平
成
15
年
国
家
試
験
に

お
い
て
同
免
許
を
取
得
見
込
み
の

方
。

Ⅳ
（
臨
床
検
査
技
師
　
1
名
）

昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
、
臨
床
検
査
技
師
の
免
許
を

有
す
る
方
ま
た
は
平
成
15
年
国
家

試
験
に
お
い
て
同
免
許
を
取
得
見

込
み
の
方
。

Ⅴ
（
臨
床
工
学
技
士
　
1
名
）

昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
、
臨
床
工
学
技
士
の
免
許
を

有
す
る
方
ま
た
は
平
成
15
年
国
家

試
験
に
お
い
て
同
免
許
を
取
得
見

込
み
の
方
。

〈
受
験
手
続
き
に
必
要
な
も
の
〉

※
全
職
種
共
通

①
受
験
申
込
書
（
本
市
所
定　
の　
も　
の　
）

②
受
験
票
（
本
市
所
定
の
も
の
）

※
消
防

①
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校

の
卒
業
証
明
書
又
は
卒
業
見
込
証

明
書
及
び
成
績
証
明
書

※
そ
の
他

①
最
終
学
校
（
学
校
教
育
法
に
よ

る
学
校
）
の
卒
業
証
明
書
及
び
成

績
証
明
書

②
免
許
証
（
登
録
証
）
の
写
し

（
管
理
栄
養
士
以
外
の
職
種
で
平
成

15
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込

み
の
方
は
不
要
、
管
理
栄
養
士
平

成
14
年
度
国
家
試
験
合
格
者
で
免

許
申
請
中
の
方
は
合
格
証
書
の
写

し
）

●
ネ　
ッ　
ト　
ワ　
ー　
ク　
ヘ　
の　
不
正　
ア　
ク　
セ　
ス　
を　

防
止　
す　
る　
た　
め　
フ　
ァ　
イ　
ア　
ウ　
ォ　
ー　
ル　
、　

Ｉ　
Ｄ　
Ｓ

侵
入
検
知
装
置
）　
の　
設

置
。

シ　
ス　
テ　
ム　
操
作
者　
の　
目
的
外
利

用　
を　
防　
ぎ　
ま　
す　
。

●
操
作
者
用　
Ｉ　
Ｃ　
カ　
ー　
ド　
や　
パ　
ス　
ワ　
ー　

ド　
な　
ど　
に　
よ　
る　
厳
重　
な　
確
認
。

●
ネ　
ッ　
ト　
ワ　
ー　
ク　
に　
蓄
積　
さ　
れ　
て　
い　
る　

〈
受
付
期
間
及
び
受
付
時
間
〉

Ⅰ
・
Ⅱ

８
月
19
日

（月）
〜
８
月
29
日

（木）

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

Ⅲ
〜
Ⅴ

７
月
22
日

（月）
〜
８
月
19
日

（月）

※
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
10

分
、
郵
送
に
よ
る
受
験
申
込
み
は

受
付
し
ま
せ
ん
。
本
人
又
は
代
理

人
が
持
参
し
て
下
さ
い
。

〈
試
験
日
〉

Ⅰ
・
Ⅱ

①
筆
記
試
験
及
び
面
接
試
験

９
月
22
日

（日）
（
於
＝
市
役
所
）

②
体
力
検
査
（
消
防
の
み
）

９
月
22
日

（日）
（
於
＝
健
康
増
進

セ
ン
タ
ー
）

Ⅲ
〜
Ⅴ

筆
記
試
験
・
面
接
試
験

８
月
31
日

（土）
（
於
＝
加
西
病
院
）

〈
募
集
要
項
配
布
、
受
験
申
込
及

び
問
合
先
〉

Ⅰ
・
Ⅱ

市
役
所
総
務
課
人
事
係

（
電
話
42
│
８
７
０
２
）

Ⅲ
〜
Ⅴ

加
西
病
院
事
務
局
管
理
課

（
電
話
42
│
２
２
０
０
）

デ　
ー　
タ　
ヘ　
の　
接
続
制
限
。

●
不
審　
な　
操
作　
パ　
タ　
ー　
ン　
の　
常
時
監

視
。

●
デ　
ー　
タ　
通
信　
の　
履
歴
管
理
及　
び　
操

作
者　
の　
履
歴
管
理
。

住
基
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
お
問
合

せ
は
、
市
民
課
（
電
話
42
│
８
７
２

０
）
ま
で
。

住
基　
ネ　
ッ　
ト　
の　
こ　
れ　
か　
ら

平
成
15
年
８
月
か
ら
住
民
票
の

写
し
の
交
付
が
全
国
ど
こ
か
ら
で

も
受
け
ら
れ
ま
す
。

来
年
８
月
か
ら
、
本
人
や
世
帯

の
住
民
票
の
写
し
の
交
付
が
住
民

基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
を
通
じ
て
全
国
ど
こ
の
市
区
町

村
で
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

（注）
こ

の
場
合
の
住
民
票
の
写
し
に
つ
い

て
は
、
戸
籍
筆
頭
者
の
氏
名
、
本

籍
地
の
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
持
つ

こ
と
に
よ
り
、
引
越
の
場
合
の
手

続
の
簡
略
化
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

他
の
市
区
町
村
で
住
民
票
の
写

し
の
交
付
を
受
け
る
場
合
や
行
政

機
関
な
ど
に
申
請
・
届
出
を
行
う

場
合
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に

よ
り
確
実
な
本
人
確
認
が
で
き
る

た
め
、
迅
速
な
手
続
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
上
極
め
て
安
全
な
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
を
用
い
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
希
望
に
よ
り
市
区
町
村
長

か
ら
交
付
さ
れ
ま
す
。
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
は
、
写
真
付
と
、
写

真
な
し
の
２
種
類
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
い
ず
れ
か
を
選
択
で
き
ま

す
。
写
真
付
は
、
個
人
の
証
明
書

と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳　
カ　
ー　
ド　
っ　
て　
？
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▼　
「
想　
い　
」　
や　
「
夢
」　
を　
実
現

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
地
方
分

権
時
代
に
向
け
て
、
個
性
と
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た

め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
市

民
参
画
推
進
懇
話
会
（
委
員
長

根
本
敏
行
・
兵
庫
大
教
授
）
の
提

言
を
受
け
「
加
西
市
市
民
参
画
推

進
基
本
計
画
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
様
々
な
活
動
に
主
体
的
に
参
画

し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
輝
き
、

「
想
い
」
や
「
夢
」
が
実
現
で
き
る

生
き
が
い
と
喜
び
の
あ
る
し
あ
わ

せ
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

▼
全
国
初　
「
市
民
参
画
都
市
宣
言
」

さ
る
４
月
21
日
、
市
制
35
周
年

記
念
式
典
で
、
全
国
初
の
「
市
民

参
画
都
市
宣
言
」
を
行
い
、
市
民

参
画
に
取
り
組
む
姿
勢
を
明
確
に

表
明
し
ま
し
た
。「
市
役
所
が
変
わ

れ
ば
ま
ち
も
変
わ
る
」
″　市

役
所
も

変
わ
っ
た
″
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

柏
原
市
長
を
推
進
本
部
長
と
し
て

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▼　
市
民
参
画　
の　
シ　
ス　
テ　
ム　
づ　
く　
り

地
域
の
こ
と
を
一
番
知
っ
て
い

る
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、
地

域
の
こ
と
、
ま
ち
の
こ
と
に
つ
い

て
、
考
え
、
話
し
合
い
、
問
題
を

解
決
し
ま
す
。
市
民
と
行
政
が
適

切
な
役
割
分
担
の
も
と
、
市
民
や

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
個
性
と

魅
力
あ
る
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く

り
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
「
市
民

参
画
」
に
よ
る
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
で
す
。
皆
さ
ん
が
市
政
運
営
や

ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
気
軽
に
、
積

極
的
に
参
画
で
き
る
社
会
の
実
現

に
向
け
た
行
政
の
枠
組
み
や
仕
組

み
、
制
度
の
あ
り
方
な
ど
市
民
参

画
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。

▼
市
民　
が　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
の　
主
体　
に

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、

す
で
に
地
区
担
当
職
員
制
度
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
充
実

さ
せ
、
地
域
に
開
か
れ
た
組
織
を

各
地
区
に
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に

つ
く
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が

行
政
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
し

や
す
い
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。
皆

さ
ん
の
得
意
分
野
、
関
心
の
あ
る

分
野
へ
ど
ん
ど
ん
参
画
し
て
く
だ

さ
い
。
参
画
し
て
い
た
だ
く
ほ
ど
、

ま
ち
も
地
域
も
暮
ら
し
も
良
く
な

り
ま
す
。
地
域
の
特
色
、
個
性
を

活
か
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
皆
さ
ん
の
豊
か
な
知
識
と
経

験
を
発
揮
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
主
体
と
な
っ
て
、
助
け
合
い
、

支
え
あ
い
、
人
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
て
、
輝
き
の
あ
る
美
し
い

ふ
る
さ
と
加
西
を
つ
く
る
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
基
本
計
画　
の　
三
本
柱
？

①
個
性
と　
活
力
あ　
る　
市
民
主
体　
の　

ま　
ち　
づ　
く
り

②
市
民　
の　
あ　
ら　
ゆ　
る　
活
動　
が　
保
障　

さ　
れ　
る　
ま　
ち

③
市
民
と　
行
政　
の　
協
働　
に　
よ　
る　
パ　

ー　
ト　
ナ　
ー　
シ　
ッ　
プ　
の　
構
築

▼
誰
も
が
気
軽
に
参
画

市
民
の
参
画
を
市
民
の
権
利
と

し
て
保
障
し
、
誰
も
が
気
軽
に
市

民
参
画
で
き
る
仕
組
み
と
し
て
、

次
の
シ
ス
テ
ム
を
中
心
的
な
施
策

と
し
て
位
置
づ
け
、
市
民
参
画
の

推
進
を
図
り
ま
す
。（
上
図
参
照
）

※
市
民
参
画
推
進
基
本
計
画
、
市

民
活
動
実
践
プ
ラ
ン
・
ア
イ
デ
ア

集
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先

市
民
参
画
推
進
室

（
電
話
42
│
８
７
５
１
）

市
民
一
人　
ひ　
と　
り
が　
輝
く　
ま　
ち　
「
市
民
参
画
都
市
か　
さ　
い　
」　
へ

││
市市
民民
参参
画画
推推
進進
基基
本本
計計
画　画　
が　が　
で　で　
きき
ま　ま　
し　し　
たた
││
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〔開催日〕8月4日（日）（雨天は11日） 〔会　場〕加西市役所一般駐車場（メイン会場）及び周辺

市民の夏まつり　加西サイサイまつりの今年の見所を紹介します。

まつりを盛り上げようと、市民が一体となる暑い夏。みんなでまつりを盛り上げていきましょう。

みんなで楽しむ今年のプログラム発表! どこが変わるの？ サイサイまつり

★申込・問合先

加西サイサイまつり実行委員会事務局

（電話０７０－５６５２－８６６７　FAX42-２３８２
E-MAIL  yubi@sannet.ne.jp）

加西サイサイまつり祭典委員会事務局

〒６７５－２３９５　加西市北条町横尾１０００
加西市役所商工観光課内（電話42-８７４０）

○みんなで総おどり…2 4回もおどり継がれてきた総

おどりをみんなで踊りましょう。練習タイムもあり

ますので､「加西音頭」と「よっちょれ」をみんな

で踊りましょう。

○新たに夜さ来い・踊りコンテスト…あの子が、あ

の人がステージで、ストリートで踊りを披露。応援

してください。踊りコンテストに参加したチームは

全員総おどりも踊っていただきます。

○やぐらからステージへ…今年からステージを設置

します。出来るだけ多くの方にステージにあがっ

ていただき出演していただきます。

○シャトルバスの運行…ＪＡ兵庫みらい本店、加西

球場、玉丘史跡公園等と会場を、16：00～22：

00までの間約１0分間隔で運行します。

○コミュニティバスも運行…若井・万願寺線、国

正・滝野線、古法華公園線のコミュニティバスの

臨時便が、神姫バス北条営業所に17時ごろ到着、

2 2時1 5分発でそれぞれ一往復走ります。北条鉄

道の北条町駅から神姫バス北条営業所まで北条

鉄道の1 6時から2 2時台のダイヤに合わせ往復し

ます。

○花火に感動…これまで3回に分けていた花火を1

度に集結。今年の花火は一味違います。

○市民手作りのまつりを…市民から公募した委員が

まつりを企画。当日は多くのボランティアスタッフ

もまつりに参加し、市民参画でまつりを盛り上げ

ます。

○ポスターとうちわを新調

加西市出身の新進気

鋭のデザイナー北川一

成さんが、ポスターと

うちわのデザインを担

当。ふるさとの祭りをイ

メージして製作してい

ただきました。

【市民グラウンド】

8：00～12：00 市民ゲートボール大会

【メイン会場】

8:30～ チャリティーバザー…格安の日用雑貨を品揃え

【市民会館大ホール】

13：0 0～15：0 0 市民劇団おおきな木1 0周年記念公演

「花火の下で」…お昼もお祭一色のオリジナル作品で

す。まつりといえば、夜店に踊りに花火。高齢者から

ちびっこまで楽しめるファンタジーです。（入場無料）

【メイン会場】

17：0 0～ 播州加西あばれ太鼓…夜の部が勇壮な和太

鼓のリズムではじまります。

キッズおみこしパレード…ちびっ子たちが色とりどりのお

みこしを担いで会場を練り歩きます。

アカペラ…人気のアカペラをお楽しみください。

ファミリーダンス…保育園の子どもたちと家族がかわい

らしい踊りを披露

兵庫県警察音楽隊演奏…軽快なドリル演奏

18：30～ セレモニー…観光・国際親善使節発表

19：0 0～ 夜さ来い・踊りコンテスト…今年初めての企

画。応募のあったダンスチームが新しく設置されたス

テージの上で踊りを披露。新しいパワーがまつりを盛

り上げます。（踊りの練習タイムもあります）

21：0 0～ 総おどり…サイサイまつりはやっぱり総おど

り。見てるだけじゃもったいない。おどりの輪の中に

入れば楽しさ200％

21：3 0～ 花彩はなび…1 0 0 0発の花火を一気に打ち上

げ。迫力満点です。

21：5 0～ グランドフィナーレ…サイリュームで幻想的な

フィナーレを迎えます。

夜店が会場内に所狭しと並びお祭りムードは満点。

【市役所周辺サブ会場】

17：0 0～ 夜さ来いパフォーマンス…踊りパレードと一緒

に会場へ! 会場周辺は踊りでいっぱい。
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介介
護護
保保
険険
料　料　
に　に　
つ　つ　
い　い　
てて

①
特
別
徴
収

年
金
額
が
年
額
18
万
円
以
上
の

方
は
、
年
６
回
の
定
期
払
い
の
際

に
年
金
か
ら
天
引
き
と
な
り
ま
す
。

４
・
６
・
８
月
は
前
年
度
２
月

分
と
同
じ
保
険
料
額
を
納
め
（
仮

保
険
料
の
納
め
方

徴
収
）、
10
・
12
・
２
月
は
平
成
14

年
度
保
険
料
か
ら
仮
徴
収
分
を
除

い
た
額
を
分
け
て
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。

②
普
通
徴
収

年
金
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の

方
や
、
年
度
途
中
で
65
歳
に
な
っ

た
方
、
他
の
市
町
か
ら
転
入
さ
れ

た
方
な
ど
は
、
市
役
所
か
ら
送
付

さ
れ
る
納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。

（
納
付
回
数
　
年
８
回
　
平
成
14
年

７
月
か
ら
平
成
15
年
２
月
ま
で
）

保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ

た
時
、
利
用
料
が
全
額
自
己
負
担

に
な
っ
た
り
、
介
護
給
付
の
差
し

止
め
や
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

納
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
け
れ

ば
、
税
金
と
同
じ
よ
う
に
督
促
手

数
料
や
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
な

ど
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

世
帯
主
や
配
偶
者
は
、
連
帯
し

て
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
の

で
本
人
以
外
の
方
も
滞
納
処
分
の

対
象
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
の
保

険
料
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
（
国
保
や
社
保
な
ど
）
の
保
険

料
と
一
緒
に
納
め
ま
す
。
保
険
料

額
の
算
定
方
法
は
加
入
医
療
保
険

団
体
に
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

税
務
課

（
電
話
42
│
８
７
１
２
）

保
険
料　
の　
滞
納　
に　
注
意

平
成
14
年
度
の

※平成13年10月から本来の介護保険料の全額となっています。

（国の特別対策による軽減は平成13年９月まで）

段　階 対　象　者 平成14年度介護保険料

●老齢福祉年金の受給者で
本人と世帯全員が市民税非課税

●生活保護受給者

16,200円

基準額×0.5×12カ月

本人と世帯全員が市民税非課税
24,300円

基準額×0.75×12カ月

本人が市民税非課税で世帯に

住民税課税者がいる場合

32,400円

基準額×12カ月

本人が市民税課税で

前年の所得が250万円未満

40,500円

基準額×1.25×12カ月

本人が市民税課税で

前年の所得が250万円以上

48,600円

基準額×1.5×12カ月

第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階

（加西市の基準額 月2,700円）

風
が
で
き
る
も
の
。

●
外
気
に
ふ
れ
ず
に
、
定
量
ず
つ

廃
棄
物
を
燃
焼
室
に
投
入
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
。（
ガ
ス
化

燃
焼
方
式
そ
の
他
の
構
造
上
や

む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
焼

却
設
備
の
場
合
を
除
く
。）

●
燃
焼
室
中
の
燃
焼
ガ
ス
の
温
度

を
測
定
す
る
装
置
が
あ
る
こ
と
。

●
燃
焼
ガ
ス
の
温
度
を
保
つ
た
め

に
必
要
な
助
燃
装
置
が
あ
る
こ

と
。

こ
の
法
改
正
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
対
策
の
一
環
と
し
て
、「
野
焼

き
」
と
い
わ
れ
て
い
た
不
適
切
な

廃
棄
物
の
焼
却
処
理
を
絶
つ
た
め

に
行
わ
れ
る
も
の
で
、
一
般
家
庭

の
焼
却
に
つ
い
て
も
、
た
き
火
等

を
除
い
て
、
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
系
ご
み
は
、
各
町
の
ご
み
タ

ー
ミ
ナ
ル
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

環
境
課
ご
み
対
策
係

（
電
話
42
│
８
７
３
０
）

簡
易
焼
却
炉　
の　
構
造
基
準
が　
改
正

事
業
所
及
び
家
庭
で
使
わ
れ
る
簡
易
焼
却
炉
に
対
す
る
設
備
の
構

造
基
準
が
改
正
さ
れ
、
12
月
か
ら
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
焼
却
炉

は
、
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

基
準
外　
の　
焼
却
炉　
も　
野
焼　
き　
と　
同　
じ　
!

12月1日から
（
廃
棄
物
処
理
法
施
行
規
則
第
１

条
の
７
）

●
空
気
取
入
口
お
よ
び
煙
突
の
先

端
以
外
に
焼
却
設
備
内
と
外
気

と
が
接
す
る
こ
と
な
く
、
燃
焼

室
で
発
生
す
る
ガ
ス
（
以
下

「
燃
焼
ガ
ス
」
と
い
う
）
の
温
度

が
摂
氏
８
０
０
度
以
上
で
焼
却

で
き
る
も
の
。

●
燃
焼
に
必
要
な
量
の
空
気
の
通

新　
た　
な　
焼
却
炉　
の　

構
造
基
準
と　
は
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６
月
30
日

（日）
に
、
加
西
市
健
康

福
祉
会
館
に
て
、「
市
長
と
語
る
会
」

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
障
害

を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
や
福
祉
団

体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
か
ら
提

出
さ
れ
た
意
見
や
要
望
に
対
す
る

取
り
組
み
を
市
長
さ
ん
や
市
担
当

の
方
に
伺
う
会
で
す
。
今
年
は
22

の
意
見
や
要
望
が
集
ま
り
ま
し
た
。

意
見
を
提
出
さ
れ
た
方
は
、
そ
の

場
で
自
分
の
意
見
を
も
っ
と
詳
し

く
話
さ
れ
ま
し
た
。
市
の
方
々
も

そ
の
意
見
に
一
つ
一
つ
答
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
雨
が
降
る
中
に

も
か
か
わ
ら
ず
た
く
さ
ん
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
意
見

が
少
し
で
も
活
か
さ
れ
住
み
よ
い

加
西
市
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

曜
日
（
午
前
９
時
〜
正
午
）
に

「
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市
民

救
命
士
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
社
や
町
内
会
等
各
種

団
体
に
つ
い
て
は
、
第
４
日
曜
日

以
外
の
日
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
時
間
・
場
所
等
は
消
防
本
部

へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
４
月
１
日
よ
り
、
心
肺

蘇
生
法
の
方
法
が
一
部
改
正
に
な

り
ま
し
た
。
従
来
の
手
法
で
も
間

違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
是
非
、

こ
の
機
会
に
新
し
い
応
急
手
当
を

覚
え
ま
し
ょ
う
。

救
命
技
能
を
維
持
向
上
す
る
た

め
に
、
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会

を
受
講
し
て
か
ら
３
年
を
経
過
さ

れ
た
方
に
再
講
習
を
お
願
い
し
て

い
ま
し
た
が
、
４
月
１
日
の
改
正

に
伴
い
、
２
年
に
な
り
ま
し
た
。

問
合
先

加
西
市
消
防
本
部
（
�

�
０
１
１
９
）
警
防
課
救
急
係
ま

で
。

☆　
ハ　
ー　
ト　
to
ハ　
ー　
ト　
講
習
会

4
月　
・
5
月
の　
受
講
者

〔
新
規
受
講
者
　
　
　
　
　
2
名
〕　

▽
一
般
受
講
者

２
名

長
谷
川
征
治
・
藤
原
サ
ダ
コ

〔
再
講
習
者
　
　
　
　
　
　
1
名
〕　

▽
一
般
受
講
者

１
名

小
林
美
智
子

市市
長長
とと
語語
るる
会会

愛　
の　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア

毎
年
、
夏
に
な
る
と
私
達
救
急

隊
は
多
く
の
熱
中
症
の
患
者
さ
ん

を
救
急
搬
送
し
て
い
ま
す
。

熱
中
症
は
い
く
つ
か
の
症
状
が

重
な
り
あ
っ
て
起
こ
り
、
そ
の
主

な
原
因
や
症
状
に
よ
っ
て
大
き
く

次
の
４
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

★
日
射
病

炎
天
下
に
長
時
間
立
っ
て
い
た

場
合
や
、
運
動
を
や
め
た
直
後
な

ど
に
起
こ
り
、
顔
面
蒼
白
、
血
圧

低
下
、
一
過
性
の
意
識
消
失
な
ど

が
起
こ
る
。

★
熱
痙
攣

け
い
れ
ん

大
量
発
汗
の
場
合
、
水
だ
け
の

補
給
で
血
液
の
塩
分
濃
度
が
低
下

し
た
時
に
足
、
腕
、
腹
部
の
筋
肉

に
痙
攣
が
起
こ
る
。

★
熱
疲
労

大
量
発
汗
に
よ
る
脱
水
や
塩
分

の
不
足
に
よ
る
症
状
で
、
脱
力
感
、

倦
怠
感
、
め
ま
い
、
頭
痛
な
ど
が

み
ら
れ
る
。

★
熱
射
病

体
温
調
節
の
機
能
に
異
常
を
き

た
し
た
状
態
で
、
臓
器
障
害
、
意

識
障
害
、　
更　
に　
死
亡　
の　
危
険　
が　
あ　
る　
。　

◆
予
防
対
策

①
暑
い
日
中
の
運
動
を
さ
け
る

熱
中
症
は
最
高
気
温
が
31
度
以

上
に
な
る
と
増
え
始
め
、
34
度
以

上
で
急
増
し
ま
す
。

②
水
分
補
給

熱
中
症
の
主
役
は
発
汗
に
よ
る

脱
水
症
で
す
。
運
動
前
の
水
分
補

給
は
体
温
上
昇
を
抑
え
ま
す
。
運

動
中
も
こ
ま
め
に
補
給
し
ま
し
ょ

う
。
0.2
％
程
度
の
食
塩
水
が
適
当

で
す
が
、
一
般
的
に
は
ス
ポ
ー
ツ

ド
リ
ン
ク
で
代
用
さ
れ
ま
す
。

③
服
装
は
軽
装

吸
湿
性
、
通
気
性
の
あ
る
薄
手

の
服
装
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
体
調
不
良
は
事
故
の
も
と

体
調
が
悪
い
と
体
温
調
節
の
能

力
も
低
下
し
、
熱
中
症
に
か
か
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

◆
応
急
処
置

風
通
し
の
良
い
涼
し
い
場
所
に
、

衣
服
を
緩
め
て
頭
を
低
く
し
て
寝

か
せ
、
意
識
が
は
っ
き
り
し
て
い

る
場
合
に
限
り
、
水
分
補
給
を
行

な
う
。
意
識
障
害
が
あ
る
、
吐
き

気
が
あ
る
場
合
に
は
、
医
療
機
関

で
の
輸
液
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

消
防
本
部
で
は
、
毎
月
第
４
日

家
族
の
命
が
救
え
る

市
民
救
命
士
講
習
会

熱
中
症　
に　
つ　
い　
て

加
西　
で　
生　
ま　
れ　
加
西　
か　
ら　
広　
が　
る　
日
本　
の　
新　
し　
い　
文
芸

型　
に　
と　
ら　
わ　
れ　
ず
自
由　
に　
心　
の　
ま　
ま　
を　
表
現　
す　
る

一
匙　
の　
時
間

レ　
シ　
ピ　
か　
ら　
洩　
れ　
て　
い　
る　

象
形　
の　
文
字
並　
ぶ　
風
景　
の　
異
端　
に　
い　
る　

風　
の　
か　
た
ち　
心　
の　
か　
た
ち　

見　
え　
な　
い　
か　
た
ち　

居
酒
屋
で　
も
言　
っ　
た　
言　
わ　
な　
い　
こ　
と　
大　
い　
に　
論
ず

跳　
ね　
上　
が　
っ　
て　
も
色
を
変　
え　
て　
も

蛙

深
呼
吸
　
忘　
れ　
た　
は　
ず　
の　
一　
つ　
を
吐
く

と　
き　
ど　
き　
向
き
を
変　
え　
る　
唇
　
雨　
が　
ど　
し　
ゃ　
降
り　

道
行
き　
の　
背
後　
は　
や　
は　
り　
紙　
の　
雪

い
し
だ
　
實

井
塚
　
理
人

岡
　
　
夕
花

荻
野
　
　
亨

北
村
　
栄
一

佐
治
　
　
靖

辻
　
　
美
沙

山
本
　
二
昭



Town Topics Town Topics Town Topics

観光・国際親善使節決定！

　6月29日（土）商工会議所で、加西市の

魅力を市内外にＰＲしていただく平成14

年度の加西市観光・国際親善使節の審査

会（委員長：丸本優観光協会会長）が行

われ、次の3名に決定しました。お披露目

は、8月4日の加西サイサイまつり。

子ども達を不審者から守ろう！

Town TopicsTown TopicsTown Topics
タウントピックスタウントピックス
まちの話題

タウントピックス…………………………まちの話題

　6月13日（木）、市役所多

目的ホールで行われた平成

14年度加西市都市親善友

好協会総会で、今年友好都

市米国プルマン市を訪れた

中高生14名が体験報告を

行い、一人ひとりが感じた

プルマンの方々の優しさや、

アメリカの雄大さを自分の

言葉で発表しました。

プルマン市を訪れた中高生が体験報告

　7月は犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を

求め、犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする「社会を明るくす

る運動」月間が展開されています。

　7月2日（火）には白竜保育園（柏原康信園長）と富田保育所（松

本興資所長）の園児による歌や演奏に送られて運動をPRするパレー

ドが行われました。

差別や犯罪のない社会を目指して
―社会を明るくする運動―

加西市一市民様　ありがとうございました

　6月10日（月）、北条南保

育所（宮崎幸子園長）の園

児45名が、高橋明さん（西

高室）から提供いただいた

畑で芋掘りを楽しみました。

掘った芋は、保育所でポテ

トチップにしておいしくい

ただきました。

今年も楽しい芋掘り

　6月20日（木）、加西市公平委員会委員長を3期12年

務められた古川卓美さん（網引）に感謝状を贈呈しまし

た。尚、新委員長には同日付で塚本岩一さん（国正）が

就任されました。

古川公平委員長に感謝状

　6月21日（金）市役所多目的ホールで、市内の小中養護

学校16校から男女各１名ずつ計32名が出場し、よい歯の審

査会が行われました。

　市歯科医師会（窪田弘之会長）の方々による審査の結果、

小学校の部は大久保良太くん（宇仁小6年）と中川璃乃さん（北

条小6年）が、中学校の部では谷澤良盛くん（北条中3年）

と田中祐衣さん（加西中3年）が最優秀賞に選ばれました。

“よい歯”の代表決定！

　6月20日（木）、加西市

連合PTA（別府直会長）か

ら、10年前から積み立て

られたバザーや廃品回収の

収益金などによる環境基金

200万円を寄贈いただきま

した。そのご意向により、

来週オープンする新図書館

の環境教育図書コーナーの

充実に活用させていただき

ます。

子ども達の環境の大切さを！
市連合PTA新図書館へ200万円を寄贈

　6月3日（月）から

7日（金）の5日間、

市内4中学校と養護

学校の2年生577

人が、地域の商店

や会社、公共施設

などで、大人たち

と一緒に働くこと

によって、自立性

を高め生きる力を

育む「トライやる・

ウィーク」に挑戦し

ました。

　先日、「加西市一市民より」と匿名で、中国自動車道

加西サービスエリア（下り側）の掲示板に紹介されてい

る「根日女」の紹介文が不適切であるとのご指摘をいた

だきました。早速確認し、道路公団に訂正を申し入れ、

近日中に修正される運びとなりました。

　今後とも、お気づきの点がございましたらお知らせい

ただきますようお願いします。

　6月12日（水）、北条東小学校で教員を対象とした防犯講

習会が県警本部の武道教官を招いて開かれました。イスを使

っての侵入者の威嚇など、子ども達の避難を第一に考えた対

策が紹介されました。

　また、小田春幸さん（鴨谷）から、防犯用にと自作のサス

マタ84個を、市内の保育園から中学校までの施設にいただ

きました。

―生きる力を育む―
市内中学2年生577人がトライやる・ウィークに挑戦
―生きる力を育む―
市内中学2年生577人がトライやる・ウィークに挑戦

詳しい報告書は加西市ホームページ

http://www.city.kasai.hyogo.jp/ gyosei/kikaku/hisho/index.htmで

ご覧いただけます。

仲井みか子さん

（21歳・山枝・大学生）

松尾宏美さん

（19歳・倉谷・大学生）

李愛　（リ　アイテイ）さん

（22歳・古坂・技術研修生）

い  かく

89



☆心を耕す「愛の詩」☆

第3回「愛の詩」優秀賞作品　村井礼子さん（北海道）

「母へ」

もの心ついた時には、私は虐待の中にいました。何の前触

れもなしに、あなたは突然鬼のような形相になり、身の回り

にある物で手当たり次第に私を叩きました。自分がなぜ叩か

れるのか解らず、泣くと暴力がひどくなるので、私はいつもじ

っと我慢しました。

成長するにつれて、四歳上の兄が重度の知的障害であるこ

と、父がそんな現実から逃げるために仕事に没頭しているこ

と、そのせいであなたが大きなストレスを抱えていることなど

がわかってきました。どんなに虐待を受けても子どもは母親

を好きです。でも、虐待から逃れるために、私は高校を卒業

すると家を出ました。他人は親よりも優しくて、虐待のせいで

歪んでいた私の病的な性格は周囲の人たちのおかげで少しず

つ治り、結婚することができました。夫の愛情に守られながら、

あなたのような母親にだけはならないという強い気持ちで娘

を育て、その過程で私も本当の愛を知り、あなたへの同情も

生まれました。「昔、よく私を叩いたよね。」と言ったら、あな

たは心の底から驚いた顔をしましたね。「叩くはずないでしょ

う。あんたは、とっても良い子だったんだから。」それには私

のほうが驚きました。長年の苦しみを、本当は少しでも解っ

てほしい。でも、私とは良い母娘関係だったと信じている年老

いたあなたに、今さら辛い思いをさせたくないから、この言葉

は言わないでおきましょう。「あなたを許します。」

加
西
市
に
は
殿
原
廃
寺
、
吸
谷

廃
寺
、
繁
昌
廃
寺
と
奈
良
時
代
前

期
の
寺
院
跡
が
三
ヶ
所
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
寺
が
建
立

さ
れ
た
後
、
奈
良
時
代
後
期
（
約

１
２
０
０
年
前
）
に
創
建
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
寺
が
野
条
廃
寺
で

す
。
寺
跡
は
加
西
市
の
中
央
部
、

鶉
野
台
地
の
西
南
端
部
に
所
在
し
、

西
方
に
下
里
川
が
つ
く
り
だ
す
広

大
な
平
野
部
を
見
下
ろ
す
こ
と
が

で
き
る
場
所
に
建
造
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
場
所
に
は
、
昭
和
の
初
め

頃
に
東
西
63
メ
ー
ト
ル
、
南
北
76

メ
ー
ト
ル
の
土ど

塁る
い

が
巡
っ
て
お
り
、

そ
の
中
に
堂
跡
の
土ど

壇だ
ん

が
残
っ
て

い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

後
の
開か

い

墾こ
ん

で
様
相
は
大
き
く
変へ

ん

貌ぼ
う

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

西
塔

さ
い
と
う

跡
は
、
昭
和
32
年
に
発
掘

調
査
さ
れ
、
軒
瓦

の
き
が
わ
ら

な
ど
が
見
つ
か

111

野
条
廃
寺

の
う
じ
ょ
う
は
い
じ

…
野
条
町

昭
和　
の　
初　
め　
ま　
で　
残　
っ　
て　
い　
た　
寺
跡　
の　
痕
跡

こ
ん
せ
き

奈
良
時
代
後
期
の
廃
寺
跡

位置図　1. 野条廃寺
2. 上南ノ谷遺跡

加
西
中
学
校　
で　
は　
、　

「
生
徒　
の　
手　
に　
よ　
る　
生
徒

中
心　
の　
学
校　
づ　
く　
り
」　
を　
基
本　
に　
生

徒　
と　
教
師
、　
Ｐ　
Ｔ　
Ａ　
、　
地
域　
と　
が　
一

体　
と　
な　
っ　
て　
、　
よ　
り
良　
い　
学
校　
づ　
く　
り　

を　
目
指　
し　
て　
い　
ま　
す
。　

今
年　
は　
、　「
飛
翔

〜　
限　
り　
な　
い　

挑
戦　
が　
広　
が　
る　
可
能
性　
〜　
」　
と　
い　
う

生
徒
会
目
標　
を　
掲　
げ
、　
全
校
生　
が　
共　

に　
可
能
性　
を　
求　
め　
、　

伸　
び　
て　
い　
こ　
う
と　
取　

り
組　
ん　
で　
い　
ま　
す
。　

１　
年
生　
で　
は　
、　
野

外
活
動　
を　
中
心　
に　
、　

「
仲
間　
づ　
く　
り
」　
を　
重

点　
に　
お　
い　
て　
取　
り
組　

み　
ま　
す
。　
こ　
の　
活
動　

が　
中
学　
３　
年
間　
の　
基

盤　
と　
な　
っ　
て　
、　
仲
間　
を　

大
切　
に　
し　
、　
共　
に　
伸　

び　
て　
い　
く
姿
勢　
へ　
と　
つ　

な　
が　
っ　
て　
い　
き　
ま　
す
。　

２　
年
生　
で　
は　
、　「　
ト　
ラ　
イ　
や　
る
・
ウ　

ィ　
ー　
ク　
」　
を　
通　
し　
、　
自
分
達　
の　
視
野　

を　
広　
げ　
て　
い　
き　
ま　
す
。　
夏　
か　
ら　
は　
、　

部
活
動　
の　
運
営
・
指
導　
を　
３　
年
生　
か　

ら　
引
き　
継　
ぎ　
、　
学
校　
で　
の　
自
分
達　
の　

役
割　
を　
自
覚　
し　
て　
い　
き　
ま　
す
。　

３　
年
生　
に　
な　
る　
と　
、　
ま　
さ　
に　
学
校　

の　
中
心　
と　
な　
っ　
て　
各
種
行
事　
の　
企

画
・
運
営　
に　
積
極
的　
に　
参
加　
し　
て　
い　

き　
ま　
す
。　
そ　
の　
集
大
成　
が　
秋　
の　
運
動

会　
で　
す
。　
生
徒
会
役
員　
は　
、　
夏
休　
み　

を　
返
上　
し　
て　
、　
運
動
会
全
体　
の　
運
営　

を　
考
え　
、　
各
種
目　
の　
練
習
計
画　
を　
練　

り　
ま　
す
。　
そ　
し　
て　
全
校
生
徒　
が　
３　
年

生　
を　
中
心　
に　
縦
割　
り
集
団　
を　
作　
り
、　

運
動
会　
の　
目
玉　
で　
あ　
る　
応
援
合
戦
等　

を　
完
成　
さ　
せ　
て　
い　
き　
ま　
す
。　

こ　
の　
３　
年
間　
の　
経
験　
が　
、　
強　
い　
仲

間　
の　
絆　
を　
作　
る　
と　
と　

も　
に　
、　
加
西
中　
の　
心　

の　
財
産　
と　
な　
っ　
て　
後

輩
達　
へ　
と　
引
き　
継　
が　

れ　
、「　
さ　
ら　
に　
良　
い　
学

校
」　
を　
目
指　
す
原
動

力　
と　
な　
っ　
て　
い　
き　
ま　

す
。　し　

か　
し　
活
発　
な　
活

動　
を　
行　
っ　
て　
い　
る　
本

校　
に　
も　
課
題　
が　
あ　
り　

ま　
す
。　
特　
に　
本
年
度　

か　
ら　
導
入　
さ　
れ　
た　
学
校
週　
５　
日
制　
に　

よ　
り
、　
昨
年　
に　
比　
べ　
圧
倒
的　
に　
在
校

時
間　
が　
減
少　
し　
ま　
し　
た　
。　
こ　
れ　
だ　
け　

の　
こ　
と　
を　
生
徒　
の　
手　
で　
実
行　
す　
る　
た　

め　
に　
は　
、　
膨
大　
な　
時
間　
と　
準
備
体
制　

が　
必
要　
で　
す
。　
今
後
、　
い　
か　
に　
時
間　

を　
有
効
に　
使　
っ　
て　
取　
り
組　
む　
か　
、　
そ　

し　
て　
、　
い　
か　
に　
加
西
中　
の　
良
き　
伝
統　

を　
守　
り
発
展　
さ　
せ　
て　
い　
く　
か　
、　
検
討

課
題　
と　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す
。　

生
徒　
の　
手　
に　
よ　
る　
生
徒
中
心　
の　
学
校　
づ　
く　
り

加加
西西
市市
立立
加加
西西
中中
学学
校校

野条廃寺の軒丸瓦

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
塔
跡
は
一
辺

約
10
メ
ー
ト
ル
の
石い

し

積づ

み
基き

壇だ
ん

で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
現
在
、
市

指
定
の
史
跡
に
な
っ
て
い
ま
す
。

10
２００２年７月号（No.４５６）
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ク　
ス　
リ　
は　
、　
正　
し　
く
使　
わ　
な　
い　
と　
、　
期
待　
し　

た　
効
果　
が　
得　
ら　
れ　
な　
い　
ば　
か　
り　
か　
、　
思　
わ　
ぬ　
副

作
用　
が　
起　
こ　
る　
こ　
と　
が　
あ　
り　
ま　
す
。　
次　
の　
基
礎

知
識　
を　
踏　
ま　
え　
て　
、　
ク　
ス　
リ　
と　
正　
し　
く　
つ　
き　
あ　

い　
ま　
し　
ょ　
う
。　

1  ．　
ク　
ス　
リ　
は　
正　
し
く　
保
管　

①
湿
気
、　
日
光
、　
高
温
を　
避　
け　
る

太
陽　
の　
光　
が　
直
接
あ　
た　
り
、　
湿
度　
が　
高　
く
、　

温
度　
が　
高　
い　
（　
50
℃　
以
上
）　
と　
こ　
ろ　
に　
は　
、　
保

管　
し　
な　
い　
で　
く　
だ　
さ　
い　
。　
ほ　
と　
ん　
ど　
の　
ク　
ス　
リ　
は　
、　

室
温
保
存　
（　
１　
〜　
30
℃　
）　
で　
か　
ま　
い　
ま　
せ　
ん　
が　
、　

冷
所
保
存　
（　
15
℃　
以
下
）　
の　
必
要　
な　
ク　
ス　
リ　
も　

あ　
り　
ま　
す
。　
夏
場　
の　
車
内　
に　
放
置　
す　
る　
と　
、　

ク　
ス　
リ　
に　
変
化　
が　
現　
わ　
れ　
た　
り
、　
特　
に　
湿
気　
を　

吸　
い　
や　
す　
い　
ク　
ス　
リ　
も　
あ　
り　
ま　
す　
の　
で　
、　
取　
り

扱　
い　
に　
は　
十
分
気　
を　
つ　
け　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。　

②
乳
幼
児
、　
小
児　
の　
手　
の　
届　
か　
な　
い　
と　
こ　

ろ　
に

月 の

わ

が

家

の

健

康

メ

ニ

ュ

ー

今

「時間があれば横になって寝転んでいる

ことが多くなって……。最近では立ち上が

るときフラフラして転びそうになってんです。

このまま足腰が弱って寝たきりにならないか

と心配で……。本人は何もすることがない

し、する気もしないと言うだけです。」と相談

窓口で不安がるＡさん（78歳）のご家族。

加西市では6 5歳以上高齢者のサービス

利用意向調査（対象1 , 1 1 8人　市内高齢

者の1 0 .5％）を実施した結果、趣味や家事

等の役割もないので「何もすることがない」

と12％の人が答えられました。

理由としては、

①病気など身体の調子が悪い（33.6％）

②車を運転できないので外出できない（30.3％）

③転倒するのではないかと不安が大きい（32.8％）

④出て行くのがおっくう（23.8％）

⑤人に迷惑をかけるのではないかと心配（25.4％）

⑥尿漏れしやすいので気になる（9.8％）

高齢になると転びやすくなったり、尿漏れ

など身体の老化による身体的な不安が強く

なって消極的な生活が加速されます。身体

をあまり動かさない生活が継続すると筋力

が低下し、五感への刺激が少なくなり脳の

活動も鈍くなるので痴呆症状も出やすくなり

ます。

心身ともに活動的な生活を送るために

・家での役割を持つ。

・家族と一緒に食事や、話をする機会を増やす。

・近隣、老人クラブなど人との交流を増やす。

家族・地域の人たちの声かけも大切で

すね。

問合先 保険課・あったか相談窓口（電

話4 2 - 8 7 8 8）、健康長寿課（電話 4 2 -

8728）

「何もすることがない病」を
予防しましょう

〈作り方（2人分）〉

①いんげん（１５０ｇ）は筋を除き、３～４ c mに切っ

て、塩少々でやわらかくゆでる。こんにゃく（ 1 / 2）

は短冊に切ってさっとゆでる。

②黒ごま（大さじ３）、砂糖（大さじ１）、しょうゆ

（大さじ２）、だし汁（大さじ２）を混ぜ合わせて①

を和える。

ク　
ス　
リ　
と
正
し
く

つ　
き　
あ　
う　
た　
め　
の　
基
礎
知
識

③　
ク　
ス　
リ　
を　
他　
の　
容
器　
に　
入　
れ　
か　
え　
な　
い

容
器　
を　
か　
え　
る　
と　
、　
中
身　
や　
使　
い　
方　
が　
わ　

か　
ら　
な　
く　
な　
り
、　
誤
用　
や　
事
故　
の　
も　
と　
に　
な　

り　
ま　
す
。　

④　
の　
み　
残
し　
た　
ク　
ス　
リ　
は　
捨　
て　
る

残　
し　
て　
お　
い　
て　
も　
、　
有
効
期
限　
が　
切　
れ　
て　
し　

ま
う
と　
効
果　
が　
ど　
れ　
位
残　
っ　
て　
い　
る　
か　
わ　
か　
り　

ま　
せ　
ん　
。　
あ　
る　
い　
は　
ク　
ス　
リ　
の　
成
分　
が　
分
解　
し　

て　
別　
の　
作
用　
を　
起　
こ　
す　
こ　
と　
も　
あ　
り　
ま　
す
。　

2  ．　
勝
手　
に　
自
己
診
断　
し　
て　
い　
ま　
せ　
ん　
か　
？

医
師　
が　
処
方　
し　
た　
ク　
ス　
リ　
は　
、　
自
分　
で　
症

状　
を　
判
断　
し　
て　
、　
飲　
む　
量　
や　
回
数　
を　
増　
や　
し　

た　
り
、　
中
止　
し　
て　
は　
い　
け　
ま　
せ　
ん　
。　

3  ．　
コ　
ッ　
プ　
１　
杯　
の　
水　
か　
ぬ　
る　
ま　
湯　
で　
飲　
む

ク　
ス　
リ　
が　
効
果　
を　
発
揮　
す　
る　
た　
め　
の　
第
一
条

件　
は　
、　
ク　
ス　
リ　
の　
成
分　
が　
十
分　
な　
水　
に　
溶　
け
、　

腸　
で　
吸
収　
さ　
れ　
る　
こ　
と　
で　
す
。　
大
き　
な　
錠
剤　
が　

の　
ど　
に　
つ　
か　
え　
た　
り　
し　
な　
い　
よ　
う　
に　
、　
コ　
ッ　
プ　
１　

杯　
の　
水　
か　
ぬ　
る　
ま　
湯　
で　
飲　
み　
ま　
し　
ょ　
う
。　

4  ．　
処
方
薬　
を　
ほ　
か　
の　
人　
に　
分　
け　
な　
い　
で　
!

医
師　
が　
処
方　
し　
た　
ク　
ス　
リ　
は　
、　
患
者　
さ　
ん　
一
人　
ひ　

と　
り　
の　
体
質　
や　
症
状　
を　
考
慮　
し　
て　
用
法　
や　
用
量　
を　

決　
め　
て　
い　
ま　
す
。　
症
状　
が　
似　
て　
い　
る　
と　
思　
わ　
れ　
て　
も　
、　

決　
し　
て　
ほ　
か　
の　
人　
に　
分　
け　
た　
り　
し　
て　
は　
い　
け　
ま　
せ　
ん　
。　

5  ．　
飲　
み　
あ　
わ　
せ　
の　
副
作
用　
を　
防　
ぐ

１　
つ　
の　
診
療
科　
か　
ら　
出　
さ　
れ　
る　
複
数　
の　
ク　
ス　
リ　
を　

飲　
む　
場
合　
は　
、　
飲　
み　
あ　
わ　
せ　
の　
副
作
用　
を　
心
配　
す　

る　
こ　
と　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
し　
か　
し　
、　
別　
の　
診
療
科　
を　

受
診　
し　
た　
り
市
販
薬　
を　
買　
っ　
た　
り　
す　
る　
と　
き　
は　
、　
必　

ず
服
用
中　
の　
ク　
ス　
リ　
の　
こ　
と　
を　
伝
え　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。　

ク　
ス　
リ　
は　
指
示　
さ　
れ　
た　
と　
お　
り　
に　
飲　
む　
こ　
と　
が　
大

切　
で　
す
。　
し　
か　
し　
、　「
仕
事　
の　
都
合　
で　
服
用
時
間　
が　

守　
り　
に　
く　
い　
」　「
大
き　
な　
カ　
プ　
セ　
ル　
が　
苦
手　
だ　
」　
と　
い　

う
場
合　
は　
、　
遠
慮　
な　
く
医
師　
や　
薬
剤
師　
に　
相
談　
し　

ま　
し　
ょ　
う
。　

ク　
ス　
リ　
を　
正　
し　
く
飲　
む　
こ　
と　
に　
よ　
り
、　
一
刻
も　
早　

く
、　
病
気　
や　
ケ　
ガ　
を　
治
療　
し　
、　
症
状　
を　
な　
く　
し　
、　

和　
ら　
げ　
て　
も　
ら　
う　
こ　
と　
が　
で　
き　
れ　
ば　
、　
薬
剤
師
冥
利　

に　
尽
き　
る　
と　
い　
う
も　
の　
で　
す
。　
ど　
う
か　
ク　
ス　
リ　
と　
正　

し　
く　
つ　
き　
あ　
っ　
て　
い　
た　
だ　
き　
ま　
す　
よ　
う　
お　
願　
い　
し　
ま　

す
。　

（加西市歯科衛生士会）

隅までピカピカですか？

よく目につく真ん中はピカピカですが、

つい忘れがちな隅には汚れがたまってし

まいます。隅の方（歯と歯茎や歯と歯

の間、噛み合せの溝など）を集中的に、

歯ブラシを小さく動かして、たまには手

鏡で確認をしながら丁寧に磨きましょう。

11
２００２年７月号（No.４５６）

市立加西病院

薬剤部

杉 本 育 夫

い　
ず　
み　
会
会
員
（
乙
和
泉
）

山
本
恵
美
子
さ
ん

〈シェフから一言〉

黒ごま、白ごまを上手に使い分けて
料理をしましょう。ごまはカルシウムも
多く含んでいます。
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母
子
家
庭
に
対
し
て
支
給
さ
れ

て
い
る
児
童
扶
養
手
当
制
度
が
本

年
８
月
か
ら
改
正
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
現
在
、
受
給
者
の

所
得
に
応
じ
て
手
当
額
が
２
段
階

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
全

部
支
給
及
び
一
部
支
給
の
所
得
制

限
限
度
額
が
変
わ
り
、
一
部
支
給

の
手
当
額
に
つ
い
て
は
、
所
得
に

応
じ
て
き
め
細
か
く
定
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
改
正
内
容
】

①
所
得
制
限
限
度
額
と
手
当
の
見

直
し
（
例

児
童
１
人
の
と
き
）

平
成
14
年
８　
月　
か　
ら　

児
童
扶
養
手
当
制
度　
が　

改
正　
さ　
れ　
ま　
す

②
所
得
範
囲
の
見
直
し

受
給
者
が
母
の
場
合

養
育
費

の
80
％
を
所
得
と
し
て
算
入

※
詳
細
が
わ
か
り
次
第
、
受
給
者

の
方
に
案
内
文
を
送
付
し
ま
す
。

問
合
先

社
会
福
祉
課
　
女
性
児

童
係
（
電
話
42
│
８
７
２
６
）

人
材
育
成
基
金
は
、
加
西
市
名

誉
市
民
の
後
藤
清
一
氏
か
ら
寄
贈

の
あ
っ
た
一
億
円
を
基
金
に
し
て
、

そ
の
利
息
を
運
用
し
、
市
の
発
展

の
た
め
、
学
術
、
芸
術
、
ス
ポ
ー

ツ
、
文
化
の
高
揚
お
よ
び
産
業
の

振
興
に
貢
献
し
て
い
る
方
に
資
金

助
成
す
る
も
の
で
す
。

対
　
象

市
内
に
居
住
、
ま
た
は

通
勤
、
通
学
す
る
方
、
加
西
市
出

身
の
方
、
お
よ
び
、
ゆ
か
り
の
あ

る
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
め

ざ
ま
し
い
活
躍
を
続
け
て
い
る
若

い
方

例　
え　
ば　
、　
こ　
の　
よ　
う　
な　
方

・
優
れ
た
学
術
的
研
究
を
さ
れ
て

い
る
方

・
健
全
な
芸
術
、
芸
能
等
の
活
動

に
よ
り
、
特
に
文
化
の
向
上
に

寄
与
さ
れ
て
い
る
方

人
材
育
成
基
金
を
助
成
!

加
西　
の　
星　
に　
最
高
２　
０　
０　
万
円

│
自
薦
他
薦　
は　
問　
い　
ま　
せ　
ん　
│

・
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
い
て
、
輝

か
し
い
活
動
を
し
、
そ
の
功
績

と
成
績
が
特
に
顕
著
な
方

応
募
締
切

８
月
30
日

（金）

問
合
・
申
込
先

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
（
電
話
42
│
８
７
７
２
）

献
血
に
は
、
２
０
０
ml
献
血
と

４
０
０
ml
献
血
等
が
あ
り
ま
す
が
、

輸
血
す
る
場
合
は
少
人
数
の
方
の

血
液
を
使
用
す
る
こ
と
が
副
作
用

も
少
な
く
安
全
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
４
０
０
ml
献
血
の
出
来
る
方

は
18
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
方
で

（
但
し
65
歳
以
上
の
方
は
60
歳
か
ら

64
歳
の
間
に
献
血
経
験
が
あ
る
こ

と
）、
体
重
50  
kg
以
上
の
方
で
す
。

皆
様
の
４
０
０
ml
献
血
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
献
血
実
施
日
程

①
日
時

７
月
25
日

（木）
10
時
〜
12

時
、
13
時
〜
16
時

場
所

加
西
市
役
所

②
日
時

８
月
８
日

（木）
10
時
〜
12

時
30
分
、
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所

ジ
ャ
ス
コ
加
西
店

主
催

加
西
商
工
会
議
所
青
年

部
・
女
性
会（
電
話
42
│
０
４
１
６
）

７　
月　
は　
「
愛　
の　
献
血
助　
け　

合　
い　
運
動
」　
月
間　
で　
す

│
４　
０　
０　
ml
献
血　
に　
ご　
協
力　
を
│

問
合
先

健
康
長
寿
課

（
電
話
42
│
８
７
２
３
）

―
日
本
初　
の　
「
世
界
統
一
規
格
」　

Ｖ　
Ｈ　
Ｓ　
誕
生　
に　
隠　
さ　
れ　
た　
奇
跡　
の　

逆
転
劇
―

出
　
演

西
田
敏
行
・
渡
辺
　
謙

・
仲
代
達
也
ほ
か

日
　
時

８
月
24
日

（土）

①
午
前
10
時
〜
　
②
午
後
２
時
〜

場
　
所

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

チ　
ケ　
ッ　
ト　
発
売
日

７
月
23
日

（火）
〜

チ　
ケ　
ッ　
ト　
発
売
所

市
民
会
館
ほ
か

チ　
ケ　
ッ　
ト　
料
金

・
一
般
　
１，　
０
０
０
円

（
当
日
１，　
２
０
０
円
）

・
60
歳
以
上
・
高
校
生
以
下

５
０
０
円
（
当
日
７
０
０
円
）

問
合
先

市
民
会
館

（
電
話
43
│
０
１
６
０
）

│
第
２　
回　
シ　
ネ　
マ　
か　
さ　
い
│

陽
は
ま
た
昇
る

12下水道の使える区域では一日も早く水洗化を! ※水洗化工事のご相談は排水設備指定工事店で。
問合先 上下水道部（電話42-8760・8761）

携帯電話が鳴ったがすぐに切れたので、着信履歴に

あった番号にかけ直したところ、不審な録音テープが流

れた。すぐに切ったが、料金の請求がないか心配だ。

電話をしてそこで流れているテープの案内を聞いた

だけでは料金を支払う必要はありません。もし請求され

ても、「何も登録していない」と強くつっぱりましょう。

知らない番号の着信記録があってもかけ直さないこと

です。相手に電話番号を記録されることは、将来的に

不利益をもたらす可能性もあります。まして、電話番号

以外の住所・勤務先等自分の情報は絶対に教えないよ

うにしましょう。

携帯電話は便利な反面、見知らぬ人から好奇心をそ

そられるような情報が送られ、被害にあうこともありま

す。慎重な利用が望まれます。

■消費生活相談窓口（毎週火曜日午前9時

～午後4時、市役所2階　電話42-8739）

消費生活相談Q&A 悪用される携帯電話被害

ハナサク

Ｑ

Ａ

再生修理会
日　時 ８月５日（月）

場　所 ＪＡ兵庫みらい富田支店

（受付：午前９時～11時）

場　所 ＪＡ兵庫みらい賀茂支店

（受付：午後１時～３時）
対　象 包丁、ハサミ、靴、洋傘等

問合先 くらしと生活を守る会

事務局（電話42-８７３１）



〔おはなし会〕8月10日（土）（午後2時から30分程度）

〔休館日〕月曜日・7月20日（土）・21日（日）

交通の妨げになる道路にはみ出した草木を、所有者は刈り取りましょう。

休休 日日 のの おお 医医 者者 ささ んん

7月 20日（土） 天沼医院 （北条町・電話42-３６３６）

21日（日） 佐竹医院 （北条町・電話42-４０５７）

28日（日） 米田病院 （尾崎町・電話48-３５９１）

8月 4日（日） あさじ医院 （若井町・電話44-０２２５）

11日（日） 横田内科医院 （北条町・電話42-５７１５）

18日（日） 坂部整形外科 （北条町・電話43-１４４４）

※変更になることがありますので、お確かめください。

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）

９月３日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室

■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）

９月３日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室

■人権擁護委員による人権相談所（神戸地方法務局社支局）

毎週木曜日（休日を除く）午前９時～午後４時

■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）

８月１日（木）健康福祉会館

８月８日（木）農村環境改善センター・８月15日（木）北部公民館

時間はいずれも午後１時30分～午後４時
■法律相談

８月22日（木）健康福祉会館　受付は午前９時30分～正午

■市民相談 月～金曜日午前８時30分～午後４時　市役所市民相談室

■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）

毎週火曜日午前９時～午後４時　市役所２階環境対策室

■教育相談 月～金曜日午前８時30分～午後５時　教育研修所

相相 談談

わたしの夢
北条小学校６年

脇　坂　沙　季さん

このコーナーに掲載を希望さ
れる方は、写真とメッセージを〒
6 7 5 - 2 3 9 5 加西市役所秘書広
報課まで（電話42-8701）

乳乳 幼幼 児児 健健 診診

■2カ月児（先天性股関節脱臼）検診…毎月第4火曜日 （受付時間）

平成14年５月生れの乳児 ７月23日（火） 午後１時～２時

《平成14年６月生れの乳児 ８月27日（火）》

■4カ月児健診…毎月第1水曜日

平成14年３月生れの乳児 ８月７日（水） 午後１時～２時

《平成14年４月生れの乳児 ９月４日（水）》

■1歳6カ月児健康診査…毎月第2火曜日

平成13年２月生れの幼児 ８月９日（金） 午後１時～２時

《平成13年３月生れの幼児 ９月10日（火）》

■3歳児健康診査…毎月第3火曜日

平成11年６月生れの幼児 ８月20日（火） 午後１時～２時

《平成11年７月生れの幼児 ９月10日（火）》

■乳幼児保健相談…毎月第2水曜日

希望者 ８月14日（水） 午後１時～２時

《９月11日（水）》

■離乳食講習会…毎月第2水曜日

希望者　３～６カ月児の保護者 ８月14日（水） 午後１時～１時30分

７～８カ月児の保護者 ９月11日（水） 午後１時～１時30分

■妊婦教室と母子手帳の交付…毎月第2木曜日

８月８日（木） 午前９時～９時30分

《９月12日（木）》 講習は２時間程度

※印かん・筆記用具を持参ください。

（特に記入のないものは健康増進センターで行います。）

★お子さまの体調等でご都合の悪い方は、翌月の指定日にお越し下さい。

★健診、相談には、母子健康手帳をご持参下さい。

★問合先 健康長寿課（電話42-８７２３）

森本こころちゃん（1歳8カ月）

うららちゃん（4歳6カ月）

（繁昌）

〈ママの一言〉

いっぱいたべて、いっぱいあ

そんで、いっぱいねて、いっぱ

い、いーっぱいおおきくな～れ!

新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書
三毛猫ホームズの仮面劇場

（赤川次郎著）
沙　樓奇綺譚 （浅田次郎著）
カメラマンと犬 （新井　満著）
アイルランドの薔薇（石持浅海著）
アリゾナ無宿 （逢坂　剛著）
殺人ライセンス （今野　敏著）
龍の仮面 （佐々木　敏著）
負け犬 （志水辰夫著）
霊の柩 （高橋克彦著）

龍馬 （津本　陽著）
神かくし （南木佳士著）
寿宴 （南條竹則著）
バカラ （服部真澄著）
初夜 （林　真理子著）
見えない精霊 （林　泰広著）
ポケットの中のハピネス（平中悠一著）
をんなだゆう （真野ひろみ著）
蒼龍 （山本一力著）

ほか

市市立立図図書書館館だだよよりり
※ほんの一部です。

パパパパ・・ママママククララブブ
妊娠８ヵ月以降のママとパパ　８月17日（土）午前９時30分～10時
妊娠５～６ヵ月のママとパパ　10月19日（土）午前９時30分～10時

問合先 健康長寿課（電話42-8723）

★電話でご予約の上、参加下さい。

13
２００２年７月号（No.４５６）

私は、看護婦になりたいです。わけは、

私の父は交通事故でこの世の人ではなくな

ってしまい、その寂しい思いをあまりほか

の人に味わってほしくないのです。だから、

「看護婦になりたい。」と思うようになりま

した。ほんの少しでもいいから人の命を救

う人のお手伝いがしたいので、看護婦にな

りたいです。



14

２　
０　
０　
３
年
加
西
市
成
人
式　
に　
向　

け　
て　
、　
式
典　
の　
企
画
・
運
営　
を　
進　
め　

る　
に　
あ　
た　
り
、　
運
営　
ス　
タ　
ッ　
フ　
と　
し　
て　

の　
新
成
人
代
表
者　
を　
募
集　
し　
ま　
す
。

募
集
人
員

15
名
程
度

応
募
資
格

次　
の　
条
件　
を　
満　
た　
す
方

（１）
昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

58
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
、
加
西
市
内
に
住
民
登
録
ま

た
は
帰
省
先
が
あ
る
方
。

（２）
運
営
ス
タ
ッ
フ
会
議
に
継
続
し

て
出
席
で
き
る
方
。

運
営
ス
タ
ッ
フ
会
議

９
月
か
ら
成
人
式
ま
で
月
１
回

程
度
、
平
日
夜
間
に
開
催
。

運
営
ス
タ
ッ
フ
の
役
割

成
人
式
の
式
典
に
お
け
る
企
画

や
運
営
に
つ
い
て
、
市
と
協
働
し

て
具
体
的
な
内
容
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
式
典
当
日
の
運
営
に
携

わ
り
ま
す
。

募
集
締
切

９
月
６
日

（金）

申
込
・
問
合
先

秘
書
広
報
課

（
電
話
42
│
８
７
０
１
）

２
０
０
３
年
加
西
市
成
人
式

新
成
人
代
表
者

（
運
営　
ス　
タ　
ッ　
フ　
）　
募
集

対
　
象

小
学
校
４
年
生
〜
中
学

生
（
保
護
者
も
聴
講
可
）

定
　
員

30
名

参
加
料

無
料

申
込
期
間

７
月
17
日

（水）
〜
31
日

（水）
先
着
順

申
込
先

社
会
福
祉
協
議
会
　
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
（
電
話
43
│
８
１
３
３
）

視
覚
障
害
者
が
外
出
す
る
際
の

移
動
の
介
護
な
ど
、
外
出
時
の
付

き
添
い
を
行
う
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

の
養
成
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

日
　
時

８
月
10
日

（土）
・
24
日

（土）

午
前
９
時
か
ら
正
午

場
　
所

健
康
福
祉
会
館

対
象
者

介
助
に
関
心
が
あ
る
方
、

ま
た
は
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
動
を
希
望
す
る
方

研
修
の
概
要

・
講
義

移
動
介
助
の
基
礎
知
識

（
３
時
間
）

・
実
習

移
動
介
助
の
基
本
技
術
、

屋
内
の
移
動
介
助
、
屋
外
の
移
動

介
助
、
応
用
機
能
（
３
時
間
）

定
　
員

30
名
（
先
着
順
）

受
講
料

無
料

問
合
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習

介
助　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　

養
成
講
座
開
催

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

課
（
電
話
42
│
８
７
７
２
）

※
修
了
し
た
方
で
、
介
助
ヘ
ル
パ

ー
と
し
て
活
動
い
た
だ
け
る
方
を

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
バ

ン
ク
に
登
録
し
ま
す
。

30
歳
以
上
の
女
性
を
対
象
に
次

の
と
お
り
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

子
宮
が
ん
検
診
は
、
頚
部
が
ん
と

体
部
が
ん
の
両
方
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
骨
と
歯
の
健
診
と
生
活
ア

ド
バ
イ
ス
も
同
時
に
実
施
し
ま
す
。

健
診
日

８
月
23
日

（金）

受
付
時
間

午
後
１
時
〜

１
時
30
分

実
施
場
所

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

市
立
加
西
病
院

対
象
者

30
歳
以
上
（
昭
和
48
年

４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）
の
女
性

募
集
人
員

40
名

料
　
金

・
子
宮
が
ん
検
診

２，　
３
０
０
円

・
乳
が
ん
検
診

８
０
０
円

・
骨
粗
鬆
症
健
診

１，　
０
０
０
円

・
歯
科
健
診

無
　
料

申
込
先

８
月
９
日

（金）
ま
で
に
健

康
長
寿
課
（
電
話
42
│
８
７
２
３
）

へ
。
申
込
み
受
付
後
、
健
診
受
診

票
を
送
付
し
ま
す
。

レ　
デ　
ィ　
ー　
ス　
健
診　
の　

お　
知　
ら　
せ

「
コ
コ
ロ
ン
加
西
」
の
メ
ン
バ

ー
は
、
心
豊
か
な
加
西
の
実
現
に

向
け
て
そ
れ
ぞ
れ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

方
々
の
集
ま
り
で
す
。

地
域
の
み
な
さ
ん
の
要
望
が
あ

れ
ば
出
か
け
て
い
っ
て
、
腹
話
術

や
点
字
指
導
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
出

前
公
演
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

出
前
内
容

紙
芝
居
・
子
育
て

話
・
自
然
観
察
＆
野
草
を
食
べ
る

会
・
加
西
の
史
跡
・
朗
読
・
手

話
・
腹
話
術
＆
人
形
作
り
・
手
作

り
教
室
・
点
字

費
　
用

無
料
（
材
料
費
等
が
必

要
な
場
合
、
申
込
者
が
負
担
）

申
込
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
（
電
話
42
│
８
７
７
２
）

日
　
時

８
月
26
日

（月）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
　
所

健
康
福
祉
会
館
研
修
室

講
　
師

（社）
兵
庫
県
盲
導
犬
協
会

津
田
公
子
氏
＆
ア
ピ
ー
ル
犬

グ
ラ
ッ
セ

ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　
入
門
教
室

「
盲
導
犬　
の　
理
解　
を　

深　
め　
る　
講
演
会
」

コ　
コ　
ロ　
ン　
加
西　
の　

メ　
ン　
バ　
ー　
が　
「
出
前
公
演
」

２００２年７月号（No.４５６）

固定資産税第２期分、国民健康保険税・介護
保険料（普通徴収）第１期分の納期限は

77月3311日（水）です。
納期内完納にご協力をお願いします。

問合先 税務課（電話42-8712・8713）

平成14年度
ササママーージジャャンンボボ宝宝くくじじ

1等・前後賞併せて3億円

宝くじは県内で!

発売期間 7月22日（月）～8月9日（金）

※予約券不用

抽 選 日 8月20日（火）

この宝くじの収益金は、市町村の明るく住みよいまちづくりに

使われます。尚、収益金は兵庫県内の販売実績に応じて交付

されますので、県内の宝くじ売り場でお買い求めください。



市内で造った製品を市内で買いましょう。15

お く や み

内藤　孝子 67 次　一 野　条

池本　皓一 70 邦　義 東高室

柴田ふさゑ 92 亀　市 常　吉

藤原ひさゑ 98 辰　男 満　久

原田　順一 63 清　一 乙和泉

柏原　保雄 68 榮美子 東剣坂

阿部　重信 85 俊　信 本　町

菅野　一雄 85 収 桑原田

内海　尚美 37 幸　男 西上野

小谷　浪蔵 87 正　勝 鎮　岩

中井　政治 93 永　敏 網　引

椋本美恵子 69 俊　男 東剣坂

幸田　重雄 78 芳　則 東笠原

西川　幸子 82 晃　弘 朝　妻

村田しげる 95 徳　彦 西　長

城下　藤一 72 哲　夫 国　正

前田　榮一 73 真　秀 牛　居

堀上　弘子 64 梶　男 網　引

築山キミ子 77 護 北条団地

西村　　豊 71 和　博 別府東

小牧ちづゑ 91 雅　和 下芥田

松永ヲツ子 75 大畑美保 福　吉

原田しげの 91 昭　雄 網　引

市長及び市議会は弔電を自粛しており
ます。ご冥福をお祈りいたします。

（６月30日受付分まで・敬称略）

た
。
簡
単
で
、
基
本
的
な
予
防
方

法
を
き
ち
ん
と
守
れ
ば
、
食
中
毒

は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

家
庭
で
の
食
中
毒
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。

○
と
に
か
く
よ
く
手
を
洗
い

○
新
鮮
な
食
材
を
使
用
し
て

○
加
熱
調
理
は
充
分
に

○
で
き
た
料
理
は
早
め
に
食
べ
る

☆
小
さ
な
子
供
や
お
年
寄
り
の
肉

類
の
生
食
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

採
用
予
定
者

・
男
性
警
察
官

約
１
５
０
名

・
女
性
警
察
官

約
20
名

募
集
期
間

８
月
９
日

（金）
〜

30
日

（金）

※
詳
し
い
お
問
合
せ
は
、
加
西
警

察
署
（
電
話
42
│
０
１
１
０
）
ま
で
。

警
察
官
募
集

死亡者 年齢 喪主 町名

加西市への寄付

○岡山県邑久町　谷川秋夫 10万円

（丸山公園緑化対策寄付金として）

○加西市連合ＰＴＡ　 200万4198円

（市立図書館環境図書充実寄付金として）

社会福祉協議会（善意銀行）への寄付

一般預託

○別府 別府隆幸 10万円

○岡室宗佳社中佳月会 5万6540円

○加西市茶道協会 2万4460円

○ＪＯＹあおやまお客様有志一同 1万450円

○富合小学校昭和７年卒業同窓生一同

2万1685円

指定預託

☆加西ボランティア協会へ

○本町 竹本幸夫 1万5000円

○美心 2万円

○匿名 2万円

○匿名 1万円

○匿名 2万円

○株式会社本陣 1万2646円

供養預託

○甲和泉 杉井博和 30万円

善意の花束

２００２年７月号（No.４５６）

（受付順　敬称略）

日
　
時

９
月
26
日

（木）
、
10
月
10

日
（木）

、
16
日

（水）
、
24
日

（木）
、
31
日

（木）
、
11
月
７
日

（木）
、
13
日

（水）
、
21

日
（木）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
　
所

健
康
福
祉
会
館
研
修
室

受
講
資
格

18
歳
以
上
の
方

費
　
用

無
料

募
集
人
員

１
０
０
名
※
先
着
順

申
込
期
間

７
月
25
日

（木）
〜

申
込
・
問
合
先

加
西
市
医
師
会

事
務
局
（
電
話
42
│
４
７
９
８
）、

健
康
長
寿
課（
電
話
42
│
８
７
２
３
）

８
月
５
日
〜
12
日
は
食
品
衛
生

週
間
で
す
。
一
年
で
、
一
番
食
中

毒
の
多
い
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し

「
食
品
衛
生
週
間
」　
の　

お　
知　
ら　
せ

北
播
磨
地
域
健
康
大
学

太
平
洋
戦
争
が
終
わ
り
57
年
が

経
過
。
今
も
鶉
野
台
地
に
は
飛
行

場
跡
が
…
…
。
戦
争
の
悲
劇
を
風

化
さ
せ
な
い
た
め
に
。

期
　
間

８
月
１
日

（木）
〜
30
日

（金）

※
土
日
祝
日
除
く

場
　
所

市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー

内
　
容

・
姫
路
海
軍
航
空
隊
の
全
貌

・
神
風
特
攻
隊
「
白
鷺
隊
」

・
鶉
野
工
場
で
作
ら
れ
た
戦
闘
機

・
飛
行
服
、
実
物
飛
行
機
部
品
等

多
数

問
合
先

鶉
野
平
和
祈
念
の
碑
保

存
会
　
会
長
　
三
宅
通
義

（
電
話
49
│
０
７
５
９
）

│
市
役
所　
ロ　
ビ　
ー
展
示
│

追
憶
　
鶉
野
飛
行
場

有
効
期
限
が
近
づ
い
て
い
る
水

道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え
を
行
い
ま

す
。
対
象
者
に
は
、
事
前
に
ハ
ガ

キ
で
通
知
し
ま
す
。
市
水
道
事
業

指
定
工
事
業
者
が
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
　
間

７
月
15
日

（月）
〜
31
日

（水）

対
　
象

北
条
・
北
条
東
・
富

田
・
賀
茂
小
学
校
区
の
う
ち
、
水

道
メ
ー
タ
ー
の
有
効
期
限
（
メ
ー

タ
ー
の
ふ
た
の
裏
に
記
載
）
が
平

成
14
年
12
月
ま
で
の
も
の

問
合
先

上
下
水
道
部
管
理
課
上

水
業
務
係
（
電
話
42
│
８
７
９
５
）

水
道　
メ　
ー　
タ　
ー　
の　

取
替　
え　
に　
ご　
協
力　
を

夏夏のの交交通通事事故故防防止止運運動動実実施施中中
【7月15日（月）～31日（水）】

暑さからくる疲労や気のゆるみなどから、交

通事故の多発が懸念されます。交通モラルを高

め、思いやり運転で交通事故を防ぎましょう。

重点1 子供と高齢者の交通事故防止

重点2 シートベルト・チャイルドシートの着用の徹底

重点3 無謀運転の追放

※市外で死亡届を提出された方で「お悔や
み」に掲載を希望される方は秘書広報課

（��8701）までご連絡ください。



16■広報かさいは、資源保護のため100％再生紙を使用しています。

H14.6.30現在（前月比）
人　口／ 51,799（－6） 世帯数／ 16,161（－8）

男　／ 25,095（－7） 女　／ 26,704（＋1）

KASAIデータバンク

ホームページ http://www.city.kasai.hyogo. jp

２００２年７月号（No.４５６）

�

文 化 財 体 験 講 座

番号 講　座　名 予定講師名 職　　名 開催年月日 時　間 募集人員

兵庫県埋蔵文化財
調査事務所

8月25日（日）
9：00～

13：00
20久保弘幸石器作り

染色家 9月28日（土）
9：00～

13：00
20柴田陽子草木染め

文化財係職員・
嘱託

11月17日（日）
9：00～

13：00
20市職員そば作り

陶芸家

10月26日（土）
9：00～

13：00

20小谷五郎

土器・埴輪作り

11月16日（土）
9：00～

13：00
土器・埴輪作り

（野焼き）

11月17日（日）
9：00～

10：00
土器・埴輪作り

（窯だし）

1

2

3

4

開催場所：玉丘史跡公園手づくり庵

北条鉄道「「かかぶぶとと虫虫列列車車」」

今年も走るよ!

★日　　時 7月27日（土）、28日（日）

午前9時00分～午後1時00分

★場　　所 北条鉄道　北条町駅

★募集人員 300名

★料　　金 大人1,000円　　子ども600円

★申込締切 7月22日（月） ※虫カゴ持参

★申 込 先 北条町駅（電話42-0036）

例年好評となっている「かぶと虫列車」を夏休み
の2日間運行します。北条町駅から粟生駅までを往
復し、帰りには「かぶと虫1つがい」をプレゼント!

★参 加 費 各講座とも材料費のみ参加者負担

（1,000円程度）

★募集対象 小学生以上

（小学生低学年は要保護者同伴）

★募集人員 各講座ごとに募集・各講座20名（先着順）

★申込方法 電話・FAX・e-mailで

★問合・申込先 〒675-2395 加西市教育委員会総務課文化財係

（電話42-8770 FAX42-1803 e-mail：kyoiku@city.kasai.hyogo.jp） �土器作り

�草木染め

市市民民外外国国語語セセミミナナーー
受 講 生 募 集

期　間 9月3日（火）～12月17日（火）の計10回

対　象 市内に在住もしくは通勤・通学される

高校生以上の方

コース 英語初級・英語中級

中国語入門 中国語を初歩から

スペイン語入門 スペイン語を初歩から

※各コースとも定員は20名です。

開催場所 市民会館

受講料 3,000円（都市親善友好協会会員の

方は2,000円）（教材費別途）

申込・問合先 都市親善友好協会事務局

（電話42-8701）

発行／加西市　〒675－2395 加西市北条町横尾1000番地 電話0790-42-1110（代）
編集／企画総務部秘書広報課 電話0790-42-8701 FAX0790-43-0291


